
（別紙４）

～ 2026年２月27　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 2026年２月27　日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

～ 2026年　3月　2日

（対象数） （回答数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
より良い支援につなげれるよう、事業所内で経験を共有でき

るように、ケース報告等を実施していく

2
より良い支援につなげれるよう、事業所内で経験を共有でき

るように、ケース報告等を実施していく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
ホームページに事業所評価を掲載するとともに、実施状況に

ついても児童発達支援センター内で掲示する

2

3

○事業所名 豊中市立児童発達支援センター

○保護者評価実施期間 2026年　２月　20日

○保護者評価有効回答数

2026年　２月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月 4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　２月　20日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域事業所等に対し、保育所等訪問支援事業を当事業所が実施

していることの周知が不十分

保育所等訪問支援事業を実施していることを、対象利用者にし

か公表していない

診療所で医学的リハビリテーションを実施している職員が保育

所等訪問を実施していることもあり、保育所での課題をリハビ

リテーション場面に反映させて、タイムリーに対応できる

保育所等で上がった課題に対し、専門職として分析、課題の抽

出、対応を複数の職員で確認しながら行っている

理学療法士、作業療法士、言語聴覚士の医療職種が配置されて

おり、多職種で支援が行えることで、多方面からの評価、支援

が実施できる

各担当療法士間での日ごろからの情報共有に加え、保育所等訪

問支援事業実施中後の課題や支援内容をタイムリーに共有する

こと

事業所における自己評価総括表公表


